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１．手をきれいにしましょう
２．適切な個人防護具を使用しましょう
３．咳をする時は飛沫が周りに拡がらないようにしましょう
４．患者の配置を考えましょう
５．患者に使用する器械や器具は清潔な物をつかいましょう
６．環境をきれいにしましょう
７．きれいなシーツを使用し汚染シーツの取り扱いは気をつけましょう
８．注射器や針は滅菌された物を使い一人毎交換しましょう
９．脊椎にアクセスする場合は必ずマスクを装着しましょう
10. 従業員の安全のためにワクチン接種実施や対策に必要な物は揃えましょう

スタンダードプリコーション その注射器
はきれいな
のか…

感染経路の遮断

洗浄・消毒・滅菌



つい35年くらい前までは器材を使用した部署が一次洗浄・消毒を行っていた

・水に適当に消毒液を入れていた

・適当な時間浸漬をしていた

・上半身に使用した器材と下半身に使用した器材は浸漬する容器が別になっていた

・器材使用後は流水で適当に洗い流していた または スポンジでゴシゴシしていた

・消毒済の器材を中央材料室に返却していた

・感染症の有無によって取り扱いが異なっていた



医療材料、医療機器等を安全に管理し、適切な洗浄、消毒又は滅菌を行うとともに、
消毒薬や滅菌のガスが生体に有害な影響をあたえないよう十分に配慮すること。

使用済の医療材料は、消毒、滅菌に先立ち、洗浄を十分行うことが必要であるが、その方法としては、
現場での一次洗浄は極力行わずに、可能な限り中央部門で一括して十分な洗浄を行うこと。

医政指発0201004号
平成17年2月1日
厚生労働省医政局指導課長



医療器具に関連した
感染・アウトブレイク

金森肇. “海外における最新情報”.洗浄・消毒・滅菌における最新の時流.
インフェクションコントロール春季増刊. メディカ出版. 2020. 19.

リザーバーとなってしまう





使用目的と使用部位に対する感染の危険度に応じて
器具を３つのカテゴリーに分類した

皮膚や粘膜を穿通、もしくは
生体の無菌操域に接触する器具ああ

クリティカル

生体の粘膜や損傷皮膚に接触
する器具類

セミクリティカル

創のない正常な皮膚のみと接触するか
患者と接触しない器具類ああ

ノンクリティカル

芽胞を含むあらゆる微生物で汚染
された場合に感染の危険性が高い

正常粘膜は芽胞による感染には抵
抗性を示すが、結核菌やウイルス
等その他の微生物は粘膜感染する

無傷の皮膚は殆どの微生物に対し
効果的なバリアとなるため無菌性
は重大ではない

滅菌

高水準消毒

低水準消毒

基本的考え方 スポルディングの分類



分類 定義 処理 対象器材の例

クリティカ
ル

通常無菌の組織や血管に挿入さ
れるもの

滅菌
手術器械
インプラント
など

セミクリ
ティカル

損傷のない粘膜及び創のある皮
膚に接触するもの

高水準消毒
・化学的滅菌剤を使用
・熱水消毒（80℃10分以上）

中水準消毒
・次亜塩素酸ナトリウム＊
・消毒用エタノール

人工呼吸器回路
麻酔器回路
軟性内視鏡
膀胱鏡

バイトブロックなど

ノンクリ
ティカル

損傷のない皮膚と接触するもの

洗浄

低水準消毒
・両性界面活性剤
・ベンザルコニウム塩化物
・クロルヘキシジングルコン
サン塩

血圧計
酸素マスク
膿盆
ガーグルベース
吸引瓶
薬杯
便器・尿器 環境 など

＊中水準消毒薬だが芽胞にも効果がある



洗浄（Cleaning）
対象物からあらゆる異物（汚染、有機物など）を除去すること

消毒（Disinfection）
細菌芽胞を除く全ての、または多くの病原体を殺滅すること

滅菌（Sterilization）
物質中の細菌芽胞を含むすべての微生物を殺滅除去すること

用語の定義



洗浄 洗浄の意義



物理的作用による洗浄

１．用手（浸漬）洗浄

２．器械洗浄

１）水流

２）超音波

３）減圧沸騰式洗浄

少量の対象物
繊細・微細な器材
作業者の曝露の危険性 → HBsワクチン
適切な個人防護具装着
作業者によって洗浄技術の差がある

→ マニュアル化の必要性 本当にきれいになっているのか
評価が必要



お皿についた鶏肉の油を洗う → 食器洗浄剤（油脂、でんぷん質など）

器械についた血液や体液を洗う → 医療用洗剤（タンパク質）

どんな器械（器材）に、どんな汚染が付着するか

化学的作用による洗浄

40℃～50℃



洗浄の評価

１．洗浄後の器材は先ず目視でチェック

２．汚染器材の洗浄度チェック

３．洗浄装置の不具合チェック

アミドブラック10-B法

本当に汚れが落ちたのか？

本当に器械が正常に動いる？



【消化器内視鏡】

 自動洗浄・消毒装置は本当に正常に作動したか
 本当にきれいになったのか

スコープを洗浄評価する
・管路内培養
・管路内等ATP測定

一次洗浄（用手洗浄） 器械洗浄・消毒

洗浄不備による耐性菌感染事例の報告により
「消毒」でよいのか論議されている（特にERCP)





消毒
熱による消毒

消毒薬による消毒

MCメディカル出版 INFECTION CONTROL DL資料



消毒 微生物の消毒薬抵抗性と消毒薬の抗菌スペクトル

MCメディカル出版 INFECTION CONTROL DL資料

こんなもんか
な？
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【超音波ネブライザー】

セミクリティカル：損傷のない粘膜および創のある皮膚に接触するもの

高水準消毒が必要

洗浄後0.01%次亜塩素酸ナトリウム液に
1h浸漬消毒 その後強制乾燥

中の水は抜いて
乾燥
器械外側は第4級
アンモニウム含有の
環境クロスで清拭

浸漬する場合は浮かないように
蛇管やチューブ類は管内を薬液で
満たすこと

MCメディカル出版 INFECTION CONTROL DL資料



【哺乳瓶】

セミクリティカル：損傷のない粘膜および創のある皮膚に接触するもの

高水準消毒が必要

MCメディカル出版 INFECTION CONTROL DL資料



【バッグバルブマスク・バイトブロック・喉頭鏡など】

セミクリティカル：損傷のない粘膜および創のある皮膚に接触するもの

高水準消毒が必要

消毒レベル以上を求める
この資料では滅菌し個包装されている
当院では救急カートの喉頭鏡ブレードは
毎日の点灯確認作業のためビニール袋に収納
バックバブルマスクは組み立て間違い防止等
医療安全の点も含めディスポーザブル製品となった

MCメディカル出版 INFECTION CONTROL DL資料



【血圧計・聴診器】

ノンクリティカル：創のない正常な皮膚のみと接触するか患者と接触し
ない器具類

低水準消毒または洗浄が必要

拭けるタイプのマンシェット
が便利

布の場合は外して洗濯
する

使用毎に清拭消毒する
材質に影響なければアル
コール綿が便利

せっかく洗ったら清潔に拭くか
乾燥機で強制乾燥することが重要



【環境】

ノンクリティカル：創のない正常な皮膚のみと接触するか患者と接触し
ない器具類

低水準消毒または洗浄が必要
よく触れる箇所は環境クロスでよく拭く

埃やカビがないように掃除する

水回りは水滴を頻回に拭き乾燥させ
ぬるぬるさせない

「あると便利だから…」
は危険
物をのせない



通常無菌の組織や血管に挿入されるもの
手術器械
インプラント 等

医療施設で一般的に用いる滅菌方法

高圧蒸気滅菌
エチレンオキサイド滅菌

（EOG）
過酸化水素ガス

プラズマ滅菌
過酸化水素ガス滅菌

低温蒸気
ホルムアルデヒド滅菌１）重力置換式

２）タイプS
３）プレバキューム式

１） ２）

３）

・最も安価
・最も安全
・耐熱性が必要
・３)は法定点検1回/年

・60℃
・エアレーションが必要
・6か月毎に作業環境の濃度測
定が必要
・電子滅菌された塩化ビニール
製の器材を再滅菌するとガスが
発生する
・２回/年 環境測定

・高濃度の過酸化水素（50～
59%）に高周波を加えてガス
状の過酸化水素がプラズマ状
態となりヒドロキシルラジカルなど
の活性物質を生成する
・適さない材質や構造がある

・59wt%過酸化水素水溶液
・短時間で滅菌
（28分～60分）

・50℃～55℃
・適さない材質や構造がある

・ホルムアルデヒドを2～37%含
有した水溶液
・55℃、60℃、65℃、78℃
80℃

１．滅菌保証（日常のモニタリング）
①物理的インジケータ…機械が正しく作動しているか ②化学的インジケータ(CI)…滅菌物が滅菌工程を通過したか ③生物学的インジケータ(BI)…微生物の死滅

２．いずれもプロセスの安全性や滅菌の保証についてのバリデーションを文書化しておくことが求められている

滅菌 医療現場の滅菌法



滅菌済と間違え未滅菌のまま器材を使用した事例
2014年10月～2017年12月：8件

財団法人日本医療機能評価機構「医療安全情報」より

内、院内で滅菌するべき医療器材を滅菌してなかった事例の背景

https://www.med-safe.jp/pdf/report_2017_4_R001.pdf

未滅菌の医療機器の使用（医療安全情報 No. １９：未滅菌の医療材料の使用）

2023/2/15 アクセス



コンテナを開けたことがわかる

滅菌 滅菌済を見極める



単回使用医療機器に関する通知

 添付文書で指定された使用方法を遵守
 特段の合理的理由がない限り単会使用医療機器を再使用しない

・再滅菌することの責任を個人レベルで決めない
（感染対策委員会・医療機器安全管理委員会・医療安全管理委員会）

・使用する患者への倫理的配慮

H16/2/9付け 単回使用医療用具に関する取り扱いについて
H26/6/19付け 単会使用医療機器（医療用具）の取り扱い等の再周知について
H27/8/27付け 単会使用医療機器（医療用具）の取り扱い等の再周知について
H29/9/21付け 単会使用医療機器（医療用具）の取り扱いの再周知及び医療

機器に係る医療安全等の徹底について



この器械（器具）どうやって処理する？

ディスポ製品 再生可能

スポルディングの分類ではどの分類か？

先ず洗浄：どうやってどの洗剤で洗浄する？
保管はどうすればよい？

消毒：消毒薬の種類は？ 濃度は？
滅菌：何滅菌？ どうやって包装すればよいのか？

再生は手間がかかる 面倒
他に方法はないのか？

松江地域のICNを活用ください

現場の感染対策に係ることでお困りのこと
確認したいこと等ありましたらお声がけください。
日程調整のうえ、現場に赴きます。

＜窓口＞
・松江赤十字病院


